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発表概略

● 講義収録システムLecRec

● 運用状況

– 大半の専門講義科目を自動収録

● 学生の視聴状況に対する分析評価

– Preliminaryな評価結果

● まとめ
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講義収録システム導入の目的

● 教室での講義内容をビデオ収録し，学生の
自学自習に供する．

– 予習・復習

– 病気欠席に対する補充学習

● 教員のFD活動

– 授業運営ノウハウの共有

– 授業内容の共有・確認

● 従来は，各講義内容の詳細はブラックボックス

● カリキュラム改訂や授業計画立案
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講義収録システムLecRecの構成

● EchoSystem 5.5

– 米国Echo360社製品

● 運用体制：教員１名（ボランティア）

学内LAN

収録アプライアンス システムサーバ

対外ルータ

インターネットへ

講義教室
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教室設置のアプライアンス装置

● ５教室へ収録装置・カメラを設置

– 板書映像・プロジェクタ映像・マイク音声

– 事前投入スケジュールに沿って自動処理
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システムサーバ

● 標準的Linuxサーバ上で稼働

– CentOS 5.6（メモリ40GB）

MySQL 5 6
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システムサーバの機能

● 収録アプライアンス装置の保守管理

● 収録スケジュール管理

– 収録ビデオデータの回収・蓄積

● 収録ビデオの簡易編集

– 不要箇所のカット処理

● トランスコード処理

● オンデマンド配信

– 現在は利用者の視聴記録を収集可能

学生は視聴記録が取られている事は認識して
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収録ビデオへのアクセス

● Moodleコースペー
ジを経由

– 担当教員と受講生
だけが視聴可能

– 収録ビデオ視聴の
義務付け無し
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EchoCenter画面

● 早送り・巻き戻し・倍速再生など
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平成28年度収録状況

● 学部専門講義科目６６科目中４５科目

– 68.2%

– 全15回全て収録

● 収録に協力する教員

– 27名／全30名

– 協力しない理由：

● 嫌なものは嫌．．．．

● 意味無い！（きっぱり）

● 平成28年度春学期ストレージ消費量
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視聴完了率と成績との相関

● 専門講義科目A

– ２年次配当科目，受講生171名

● 視聴完了率

– 総時間1350分（各90分，全15回）の講義ビデオ
のうち，実際に視聴した部分の割合
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学生の視聴動向

視聴完了率50%以上の者： 12名／171名
一度も視聴していない者： 102名！
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LecRecへの視聴同時アクセス数
（平成28年度春学期）

7/16

7/21(土)

平常時： 極く一部の学生しかアクセスしてない
定期試験期間直前： ほぼ一夜漬けのために慌ててアクセス？

7/1
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LecRecの存在意義？

● 現実的には，極く一部の学生しか真面目に活
用してない．

● 定期試験直前の一夜漬けアクセスが殆ど

● あまりに費用対効果が悪過ぎ！

– 正に「猫に小判」状態．．．．．

– 講義ビデオ視聴に対するインセンティブ／ペナル
ティ（鞭とニンジン）が必要？
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LecRecの積極活用

● ビデオ教材の事前視聴の義務づけ

– 視聴記録を用いて評価へ反映？

● 反転学習的アプローチ

– 任意のビデオ動画をアップロードして，受講生に
オンデマンド提供が可能

– Hands-on型学生実験での活用

● 必要な予備知識の事前学習
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まとめと今後の課題

● 講義収録システムLecRecの概要

– システム構成

– 運用状況

● 講義ビデオ視聴による学習効果の評価

– 工夫しなければ全く無駄！

– 視聴記録の成績評価への反映などが要検討
か？

● 実験系科目での今後活用

– 反転学習アプローチ


